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針谷市長からの
メッセージ 今月の表紙は

「古河提灯
竿もみまつり」

　今年で159回目を迎える古河提灯竿もみまつり
は、毎年市内外から多くの見物客が訪れる古河市
伝統のお祭りです。「バチン、バチン」と激しく
ぶつかり合う竹竿の音や炎をあげて燃える提灯が
見物客を楽しませます。
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※古河市出身のイラストレーター中里昌子さんが描いています。

　先導的プロジェクトを1人でも多くの人に知っ
てもらいたいと思い「市長と語ろう　まちづく
り」で説明し、議論をさせていただきました。ま
た、今月の特集でもプロジェクトの内容や現状を
お知らせしています。
　皆さんとの対話で得られた意見をもとに、これ
からも一緒に議論を深めていき、できるものから
優先的に実施していきたいと思います。
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第159回古河提灯竿もみまつり
＜特集＞
古河の未来を市民と共に考える
～4つの先導的プロジェクト～

◆「はなもものしずく」が
　完成しました
◆古河市国際交流訪問団が
　中国三

さん ほ う

河市を訪問
◆障がいのある人の日常生活を応援し
　ます
◆古河市消防団に入団しませんか
◆叙勲・褒章・大臣表彰/全国大会表彰

健康百科/私のオススメ!!
キラリ古河ビト
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
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まちの話題Report！
子育て情報
古河インフォメーション
お知らせページ
Kogastagram/読者アンケート
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第159回
古河提灯
竿もみまつり

第18回古河マルシェ
　古河提灯竿もみまつりと同日開催。多数の模擬店や地酒を用
意して皆さんの来場をお待ちしています。ここでしか味わえな
い食べ物や飲み物で冷えた体を温めませんか。

日時　12月7日㈯16時～21時
場所　三国橋大聖院線(古河駅西口入口交差点付近)
問　　古河マルシェ実行委員会事務局℡31-7611

ー 交通規制のご案内 ー
　古河提灯竿もみまつり開催に伴い、古河駅西口で交通規制を実施します。そのため、古河駅西口発着のぐる
りん号と朝日バスは、臨時バス停(古河駅西口常陽銀行前)からの発着となりますのでご注意ください。
・古河駅西口おまつり特設会場周辺　16時～21時30分　・古河マルシェ会場　15時～22時30分

日時　12月7日㈯16時～21時(小雨決行)
場所　古河駅西口おまつり特設会場
問　　古河市観光協会( 観光物産課内)
　　　℡23-1266

会場周辺MAP

　　　…交通規制になる道路

　古河駅西口に、高さ10メートルの矢来を設置したおまつり特設会場で、
20ｍ近い竹竿の先につけた提灯の火を消し合う「関東の奇祭」。
　市内各団体が体をぶつけ合いながら竹竿を激しくもみ合う様は、実に勇
壮で見ごたえがあります。

鍛冶町通り

道
街
光
日

七軒町通り

駅
河
古

常陽銀行

駅前
子育て広場

臨時バス停

古河提灯
竿もみまつり会場

西光寺

浄圓寺

大聖院古河
マルシェ会場
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ま
ち
の
発
展
に
つ
な
げ
る
道
し
る
べ

　
合
併
前
の
平
成
17
年
に
策
定
さ
れ
た
新

市
建
設
計
画
に
は
、
４
つ
の
事
項
が
先
導

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
合
併
し
た
こ
と
で
、
広
域
で
の
行
政
運

営
や
合
併
特
例
債
な
ど
の
有
効
な
財
源
が

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
新
市
建
設
計
画
に
予
定
さ
れ
る
事

業
を
順
次
実
施
で
き
、
地
域
の
魅
力
向
上

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在
地

　

昨
年
８
月
に
「
古
河
市
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
市

内
在
住
の
満
18
歳
以
上
か
ら
抽
出
し
た
人

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
で

は
「(

仮
称)

南
古
河
駅
」
「
筑
西
幹
線
道

路
」
「
高
等
教
育
機
関
」
「
各
交
流
拠

点
」
な
ど
に
関
心
の
あ
る
人
は
い
る
も
の

の
、
そ
れ
が
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
人

が
非
常
に
少
な
い(

知
ら
な
い
と
回
答
し

た
人
は
約
９
割)

と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
合
併
後
に
進
め
て
き
た
先
導

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
そ
れ
ら
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
住
む

こ
の
ま
ち
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(仮称)南古河駅
の設置 

筑西幹線道路
の整備

各交流拠点
の整備

　   古河市における
４つの先導的プロジェクト

高等教育機関
の誘致

　
　
古
河
の
未
来
を
市
民
と
共
に
考
え
る

　
　
～
４
つ
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～　
　

　
平
成
17
年
９
月
に
新
「
古
河
市
」
が
誕
生
し
、
来
年
は
合

併
15
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
、
合

併
時
に
策
定
し
た
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
改
め
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
９
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
「
市
長
と
語
ろ
う 

ま
ち
づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
を
で
き
る
限

り
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
た
く
さ
ん
の
議
論
を
交
わ
す
こ

と
で
相
互
理
解
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
は
、
古
河
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
４
つ
の
先
導
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲「市長と語ろう　まちづくり」では、先導的プロジェクトの内容についてたくさんの議論を交わしました



筑西幹線道路

仁連工業団地

新4号国道
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4つの先導的プロジェクト

各
交
流
拠
点
の
整
備　

　
産
業
・
文
化
な
ど
の
市
の
活
力
づ
く
り

を
先
導
す
る
よ
う
「
み
ど
り
と
産
業
交
流

拠
点
」
「
文
化
交
流
拠
点
」
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
み
ど
り
と
産
業
交
流
拠
点
」
で
あ
る

古
河
名
崎
工
業
団
地
で
は
、
日
野
自
動
車

株
式
会
社
を
中
心
に
関
連
企
業
が
立
地

し
、
多
く
の
雇
用
を
生
む
と
い
う
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
し
い
生
産
工

程
の
増
設
が
決
ま
り
、
さ
ら
に
３
０
０
人

程
度
雇
用
が
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
分

譲
を
計
画
し
て
い
る
仁
連
工
業
団
地
の
整

備
が
完
成
間
近
と
な
っ
て
お
り
、
市
全
体

で
の
活
力
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
「
文
化
交
流
拠
点
」
で
あ
る
古
河

駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
地
区

全
体
が
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
地
区
全
体
を
南
北
に
結

ぶ
道
路
の
整
備
や
向
堀
川
の
改
修
を
中
心

に
宅
地
造
成
な
ど
を
行
い
、
魅
力
あ
る
住

宅
地
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
実
施
し
た
「
古
河
市
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
地
区
内
に
商
業
施
設
を
望
む
声
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
道

１
２
５
号
と
十
間
道
路
に
挟
ま
れ
た
約
5.8

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
街
区
を
商
業
施
設
等
の

事
業
を
希
望
す
る
民
間
事
業
者
に
売
却
す

る
方
針
で
進
め
て
い
ま
す
。

まちの未来を見据えて進める

古河駅東部土地区画整理事業

■今後の方針
「古河市のまちづくり」に関する市民アン
ケートでは、文化交流拠点に商業施設の誘
致を希望した人が約44％いました

5.8haの大街区の利活用については、
商業施設等の事業を希望する民間事業者に
売却する方針で進めています

古河名崎工業団地

各交流拠点
の整備

【文化交流拠点】 【みどりと産業交流拠点】

■進捗状況

約50％(平成30年度末:事業費ベース)
国道125号、十間道路、向堀川を中心に地
区内の整備が大きく進んでいます

■仁連工業団地も完成間近

12haの分譲面積
を有し、新たな産業
拠点として大きな需
要が見込まれます

約200人が市内高校出身者です

■整備効果
みどりと産業交流拠点として平成29年度か
ら本格的に稼働。現在、工業団地内では

約2,700人が就労しています

そのうち
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高
等
教
育
機
関
の
誘
致

　
大
学
や
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
を
、
県
な
ど

に
要
望
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
化

に
伴
う
定
員
確
保
等
の
課
題
か
ら
誘
致
は

非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
。

　
市
内
で
は
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
晃

陽
学
園
・
盈
科
学
園
が
平
成
５
年
か
ら
専

門
学
校
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
専
門
学
校

を
卒
業
し
た
後
も
古
河
市
で
働
き
、
住
み

続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
と
包
括
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
学
科
の
実
習
を
公
共

施
設
で
受
け
入
れ
、
市
と
の
関
わ
り
を
深

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
平
成
25
年
に
県
立
古
河
中

等
教
育
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
同
校
は

高
等
教
育
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高

い
学
力
・
大
学
へ
の
進
学
率
を
誇
り
、
地

域
で
の
魅
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

筑
西
幹
線
道
路
の
整
備

　
筑
西
幹
線
道
路
は
、
古
河
と
筑
西
・
結

城
地
区
と
の
連
携
強
化
や
県
央
地
域
と
の

交
流
を
促
進
し
、
ま
ち
が
発
展
す
る
起
爆

剤
に
な
る
路
線
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
産
業
拠
点
の
機
能
を
補
完

す
る
重
要
路
線
と
し
て
早
急
に
整
備
を
進

め
て
き
た
こ
と
で
、
古
河
名
崎
工
業
団
地

や
仁
連
工
業
団
地
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4つの先導的プロジェクト

■主な大学合格実績(平成30年度)
・東京大学、京都大学、北海道大学、東北
　大学、筑波大学を含む国公立大学に34人
・早稲田大学、慶応大学、明治大学、法政
　大学、立教大学を含む私立大学に280人

県立古河中等教育学校

令和元年度から医学コースを創設

既設の高等
教育機関

晃陽学園・盈科学園
専門学校

■学校概要
県内で2番目の中等教育学校として平成25
年に開校しました。現在、中学生から高校
生までの6学年で712人が在学しており、
そのうち約半数が市内の小学校から入学し
ています

■市との取り組み
平成30年に「包括連携協力に関する協定」
を締結し、看護学科や歯科衛生士学科、管
理栄養士学科の実習を古河福祉の森会館や
市立保育所で受け入れています

■学校概要
晃陽学園・盈

え い

科
か

学園には約600人が在学
し、そのうち約65％が県外出身者となっ
ています。晃陽看護栄養専門学校では、今
年の4月から助産学科・歯科衛生士学科・
管理栄養士学科を新設しました

市との関わりを深め関係人口増に

その他の
教育機関
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(

仮
称)

南
古
河
駅
の
設
置
　

　
新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度

に
実
施
し
た
基
礎
調
査
に
よ
り
、
駅
舎
の

概
算
工
事
費
の
試
算
を
行
い
約
１
０
６
億

円
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
請
願
駅
を
設
置
す
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
用
地
お
よ
び
建
設
の
費
用
を
地
元
自

治
体
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
土
地
区
画
整
理
事
業

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
新
た
な
駅
に
対
す
る
大
き
な

期
待
や
可
能
性
と
、
整
備
に
要
す
る
費
用

な
ど
の
課
題
の
検
証
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
共
有
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
河
の
未
来
を
考
え
て

　
こ
れ
ら
４
つ
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
か
ら
の
古
河
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
中
で
と
て
も
重
要
な

も
の
で
す
。
合
併
し
て
13
年
が
経
過
し
、

全
て
の
目
標
は
現
時
点
で
達
成
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

順
次
進
行
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
古
河
市
が

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま

ち
と
な
る
よ
う
、
１
人
で
も
多
く
の
声
を

聴
き
な
が
ら
「
実
現
の
可
能
性
が
高
い
も

の
」
を
選
択
し
、
で
き
る
も
の
か
ら
優
先

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

まちの未来を見据えて進める

筑西幹線
道路の整備

(仮称)
南古河駅
の設置

事業が実施可能か検討中

(仮称)南古河駅の設置

■新駅設置にかかる課題
・新駅の新規利用者を増やす必要がある
・建設費等は地元自治体が負担する
・土地区画整理事業による大堤南部地区を
　中心とする新たなまちづくりが必要

筑西幹線道路の整備

■道路整備による効果
新4号国道の東側を整備したことにより、
古河名崎工業団地や造成中の仁連工業団地
と圏央道等とのアクセスが向上

沿線に物流倉庫等の立地が進み
産業拠点を補完する効果が生まれる

新4号国道柳橋北交差点付近の様子

■路線の概要と整備状況
北関東自動車道桜川筑西ICと古河市を結ぶ
広域幹線道路。現在、朝夕に発生している
交通渋滞を解消するため、新4号国道柳橋
北交差点の西側を拡幅工事しています。完
成は令和3年度を予定しています

■現状
新駅は、古河駅から南に約3.2キロメート
ル地点の大堤南部土地区画整理事業地内へ
の設置を想定しています。昨年度から地元
説明会を8回行い、課題などの整理を行っ
ています
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ミストで感じるふるさとの香り
「はなもものしずく」が完成しました

　市の花であるハナモモを、桃まつり期間中だけでなく年間を通して身近に感じて欲しい。そして、ふるさ
と古河の香りを1人でも多くの人に楽しんでもらいたい。そんな思いから「はなもものしずく」(フェイスミス
ト・ルームミスト)を開発しました。
　原料には、市民ボランティアの皆さんが摘み取った古河公

く

方
ぼ う

公園のハナモモの花を使用し、ハナモモの香り
そのものを感じることができます。ぜひ、アルコールフリーで体にやさしいミストを体感してみませんか。

【問】　 観光物産課℡22-5111

販売価格(税込み)	 フェイスミスト(100ml)…2,310円
	 ルームミスト(200ml)…1,980円
販売店　お休み処坂長、道の駅まくらがの里こが、ジェラテ
リア(古河公方公園内)、VAL古河 華のれん(古河駅内)

桃むすめもおススメ！

大好きなハナモモの香りを一年中感じ
られます。甘く優しい香りのミストに
包まれ、心から癒やされますよ。
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国際友好交流都市
古河市国際交流訪問団が中国三河市を訪問

　国際色豊かなまちづくり・人づくりのため、古河市と国際友好交流都市を締結している中国河北省三
さ ん

河
ほ う

市。
　10月21日～24日にかけて、針谷市長や市内の中学生ら26人が三河市を訪問し、中学校見学や生徒間での
意見交換などを行い親睦を深めました。

【問】 企画課℡92-3111

　三河市は古河市の5倍もある広大な面積で、北京市中
心部から東に58kmのところにあります。人口は古河市
の約5倍にあたる65万人。近年は海外企業を積極的に誘
致しており、経済成長の著しい都市です。
　平成6年に開催したアグネス・チャンさんのチャリ
ティーコンサートで集まった募金を寄付したことを機に
平成11年に総和町と三河市が国際友好交流都市の協定
を締結しました。その後、平成18年に合併後の古河市
と改めて締結しました。

三河市との交流のあゆみ

調印式 意見交換会中学校見学

　今年度、中国三河市交流事業
が20周年を迎えるため、さら
なる交流強化のための新たな協
定を結びました。

　中学校を訪問し、プログラミ
ング部の機器実習や積極的に英
語を使った授業発表などを見学
しました。

　英語が苦手な生徒も三河市の
生徒とジェスチャーや筆談など
で、一生懸命意見交換しお互い
の理解を深めました。

　三河市では、小学1年生の時
から週３～４時間も英語の授業
を行っていると聞いて驚きまし
た。
　英語を使った生徒間交流で
は、相手の発音がとても滑らか
で、私ももっと英語を頑張りた
いと思いました。

　中学校見学をした際、プログ
ラミング部が作成したロボット
を操作しました。とても精密に
できていて驚きました。
　また、教師主導で授業が進め
られており、グループワークが
多い日本の授業と大きく違うと
感じました。

古河中等教育学校
根本昂季さん

古河中等教育学校
福島未空さん

三河市を訪れて
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　市では、障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、さまざまな生活支援を行ってい
ます。医療費助成や各種サービス等の利用を希望するときは、事前にご相談ください。また、障がいを
理由とする「差別」で困ったときなどの相談も受け付けています。

【問】 障がい福祉課℡92-4919 92-5544

□医療費の一部を助成します(自立支援医療費制度)

□各種手当を支給します

□障がい福祉サービス(一部)

名称 対象 内容
精神通院医療費 精神疾患の治療のために医療機関に継続して通院している人 通院医療費の一部助成

更生医療費 身体障害者手帳を持っている18歳以上で、手術等により確実
な治療効果が期待できる人 手術費・通院医療費の一部助成

育成医療費 18歳未満で、そのまま放置すると将来身体に障がいが残ると
認められる人 手術費・通院医療費の一部助成

名称 対象 内容

① 介護給付 身体障がい者、知的障がい者、
精神障がい者、障がい児等

日常生活や療養に必要な介護(ホームヘルプ、重度訪問介
護、行動援護、短期入所、生活介護等)

② 訓練等給付 身体障がい者、知的障がい者、
精神障がい者等

自立して地域で暮らしていくために必要な知識や技術を身
につける支援(自立訓練、就労移行支援、就労継続支援等）

③ 補装具製作・修理費
の助成 身体障害者手帳所持者、難病患者等 盲人用安全杖、義肢、車椅子、補聴器等

④ 日常生活用具購入費
の助成

身体障害者手帳所持者、療育手帳所
持者、難病患者等

入浴補助用具、拡大読書器、特殊寝台、情報受信装置、
ストマ用装具等

⑤ 手話通訳者等の派遣 聴覚障害や音声言語機能に障がいの
ある人

病院や学校、各種相談に行くときに、手話通訳者や要約筆
記者を派遣

名称 費用
特別障害者手当 月額2万7,200円
障害児福祉手当 月額1万4,790円

特別児童扶養手当 月額5万1,700円(1級)
月額3万4,430円(2級)

在宅心身障害児福祉手当 月額3,000円
※障害児福祉手当との併給はできません。

相談支援センター等 所在地 連絡先 利用時間

青嵐荘つくし園相談支援事業所 上大野2290-1 ℡23-1161
23-1162

年中無休
8時30分～17時30分

あじさい学園相談支援事業所 鴻巣1111 ℡48-0431
48-0433

月曜日～金曜日
8時～17時

まくらがの里どんぐり 上大野1517-1 ℡97-1123
98-0220

月曜日～金曜日
9時～17時

ライフサポートセンターネーブル 下大野2165-2 ℡92-1288
92-2388

月曜日～金曜日
8時30分～17時30分

地域活動支援センター煌
きらめき

※精神障がいのある人のみ。 坂東市沓掛411-1
℡0297-30-3071

0297-30-3072
月曜日～土曜日
9時～17時

障害者虐待防止センター － ℡0120-06-3801 年中無休(24時間対応)

□相談窓口へ気軽に相談ください
　障がいのある人やその家族等を対象に、日常生活上の不安や悩み、福祉サービスの案内など、生活全般につ
いて専門知識を持った職員が相談に応じます(無料)。

障がいのある人の日常生活を応援します

※費用は原則1割負担(所得により負担上限額あり)。

※①～④の費用は、原則1割負担(所得により負担上限額あり)。⑤は費用無料。

□申請窓口
場所

障がい福祉課

市民総合窓口課

市民総合窓口室

市民総合窓口室
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いざという時の地域の強い味方
古河市消防団に入団しませんか

　消防団は地域住民の安心と安全を守るため、火災予防や消火・救助を行う地域防災のリーダーとして活動を
行っています。住み慣れた地域を災害から守り、市民の皆さんが安心して暮らせるよう、あなたの力を必要と
しています。「マチノマモリビト」として消防団で活動してみませんか。

【問】 消防防災課℡92-3111

消防団応援の店に加盟しませんか

和
わ

が真
ま

ま(小堤)
店主　吉羽茂さん

　今年、隣接する建物で火災があ
り、火が燃え移らないよう消防団員
が懸命に放水してくれたことに感銘
を受け、恩返しをしたいという思い
から登録しました。これからも影な
がら消防団を応援していきます！

▲優勝した三和方面隊八俣地区の分団員

働きながら地域に貢献
　消防団は、各自が仕事に就きな
がらでも活動に参加できます。
　団員は、仕事やプライベートと
消防団活動の両立を実現していま
す。

Point

団員を応援する充実の制度
　消防団員とその家族が割引特典
を受けることができる消防団応援
の店や被服貸与など、充実した制
度で団員を応援しています。

消防団は誰もが輝ける場所
　火災現場のほかにも、救命講習
や防災訓練など、性別を問わず自
分に合った活躍の場があります。

Point

Point

女性消防団による救命講習の様子
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全国大会表彰
2019年世界ベンチプレス選手権大会

【1位：クラシック部門
ジュニア男子120㎏級】

名越勇樹さん(BIG GUNS)

江田隆記さん
(76歳、東)

元茨城県議会議員

森正三さん
(72歳、上辺見)

元古河赤十字病院
放射線技師長

宇都木信太郎さん
(71歳、前林)

元古河市議会議員

小池裕之さん
(60歳、幸町)
小池㈱社長

秋の叙勲

瑞宝単光章瑞宝双光章旭日双光章旭日小綬章

佐藤昌宏さん
(87歳、松並)
元警察庁技官

内藤勝義さん
(88歳、女沼)

茨城県隊友会古河支部長

青木吉実さん
(61歳、関戸)

元2等陸佐

危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章

羽根田義昭さん
(61歳、南町)

元2等陸佐

瑞宝双光章

上田一弘さん
(61歳、大堤)
元1等陸尉

瑞宝双光章瑞宝双光章

藤原美好さん
(61歳、下辺見)

元2等陸尉

防衛大臣表彰

深田信雄さん
(61歳、南町)

元3等陸尉

石川秋則さん
(61歳、松並)

元3等陸尉

瑞宝単光章瑞宝単光章

第26回
全国クラブチームサッカー選手権大会

2位：FC古河

【1位：エクイップ部門
マスターズⅡ女子72㎏級】
櫻井美幸さん(BIG GUNS)

黄綬褒章瑞宝双光章

太田喜明さん
(71歳、三和)
元警視庁警部

相馬秀吉さん
(71歳、尾崎)

元茨城県警察警視

瑞宝双光章



ブラク
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一寿司
気軽に新鮮なお寿司を味わえる

　お寿司屋さんというと敷居が高いイメージがあ
りますが、家庭的な雰囲気で足を運びやすい一

い ち

寿
司さん。
　カウンターだけでなくお座敷もあって、子ども
連れの人も過ごしやすく女子会にもお勧めです。
お寿司はマスターが選んだ新鮮なネタなのでとっ
てもおいしいですよ。

【店舗概要】
場所：古河846-1
営業時間：17時30分～22時30分
定休日：水曜日
電話：32-8841

こがキラメンバー　ぐんちゃん

　生活習慣が原因でおこる「生活習慣病」は、今
や大人だけでなく子どもにも身近なものとなって
います。
　現在、小児肥満が増加し糖尿病や高血圧、動脈
硬化などの生活習慣病になる子どもたちが増加し
ています。
　主な原因は、日々の食生活で脂肪分や糖分を取
り過ぎていることや体を動かす機会が減っている
こと、習い事でのストレスなども考えられます。
　予防には、食生活をはじめとする子どもの頃か
らの生活習慣がとても大切となっており、誤った
生活習慣が身に付いてしまうと将来の健康に大き
く影響します。

親子で生活習慣を見直そう！

　次の項目に当てはまるものがある人は、生活習
慣病のリスクが高くなります。
□甘い飲み物をよく飲む
□夕食や就寝時間が遅く、朝食を欠食する
□カップ麺やファストフード、スナック菓子を
　よく食べる
□脂っこいものが好き
□あまり運動をしない
□習い事、受験などの強いストレスがある
□両親のどちらか、または両方が太っている
□よく噛まず、早食いである

　年末年始は、子どもだけでなく大人も生活が不
規則になりがちです。チェック項目を減らすよう
な生活を心掛け、健康な体で新年を迎えましょう。

健康づくり課

あなたの生活習慣は大丈夫？ 子どもの生活習慣病危険度チェック
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猿
山
翔
太
さ
ん(

三
和
・
18
歳)

高
校
最
後
の
大
会
で
リ
ベ
ン
ジ
を

　
今
年
開
催
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優
勝
、
全

国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
で
は
２
位
、
い

き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
で
は
3
位
と
立
て
続
け
に
入
賞
し
て

い
ま
す
。

　
高
校
最
後
の
全
国
大
会
で
も
好
成
績
を
残
す
た
め
、
日
々

練
習
を
行
う
猿
山
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
好
成
績
を
収
め
る
水
泳
選
手

　
4
歳
の
時
に
古
河
あ
か
や
ま
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
入
っ
た
猿
山
さ
ん
。
水
泳

を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
、
週
6
日
も
水

泳
教
室
に
通
う
ほ
ど
夢
中
だ
っ
た
と
言
い

ま
す
。
小
学
３
年
生
の
時
に
は
初
め
て
全

国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
す
が
、
そ
の

後
、
膝
を
痛
め
て
手
術
し
た
こ
と
に
よ

り
、
し
ば
ら
く
水
泳
か
ら
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
け
が
か
ら
の
復
帰
後
は
、
成
績
が
振
る

わ
ず
悔
し
く
辛
い
日
々
が
続
き
、
水
泳
を

辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
猿
山
さ
ん
を
支
え

て
く
れ
た
の
は
一
緒
に
練
習
し
て
き
た
仲

間
の
存
在
で
す
。
仲
間
の
励
ま
し
が
あ
っ

た
お
か
げ
で
、
諦
め
ず
に
練
習
に
打
ち
込

む
こ
と
が
で
き
、
小
学
6
年
生
の
時
に
は

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
で
初
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
以
降
、「
ど
ん
な
状
況
で
も
決
し

て
諦
め
な
い
」
と
い
う
強
い
信
念
を
抱
い

て
大
会
に
出
場
し
、
今
年
の
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
で
の
優
勝
を
は
じ
め
、

数
々
の
大
会
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
高
校
最
後
の
全
国
大
会
で
は
、
い
ま

だ
に
勝
て
な
い
ラ
イ
バ
ル
へ
の
リ
ベ
ン
ジ

に
向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
家
族
や
コ
ー
チ
、
仲
間
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
水
泳
を
頑

張
れ
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
そ

う
語
る
猿
山
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
ま
す

ま
す
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

▲トマト農家と行った即売会での展示 ▲飛び込み練習風景 ▲自身の水泳人生を語る猿山さん

～Profile～
古河第七小学校→古河第二中学校→常
総学院高等学校に在学。
　4歳で水泳を始め、小学6年生の時に
全国JOCジュニアオリンピックカップ
(11〜12歳200mリレー)で、初の全国
大会優勝を果たす。その後も数々の好
成績を残し、令和元年度全国高等学校
総合体育大会(男子50ｍ自由形)で優勝。



いいこが育つ古河今月の古河っ子

お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メール
のタイトルを「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・
電話番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課)へ申し込みください♪
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森田瑛
え い

斗
と

 くん

(平成30年9月生まれ・北町)

堀江崇
す

晴
ば る

 くん(左)

(平成30年8月生まれ・本町)

　優しいお兄ちゃん、弟と遊

んでくれてありがとう！

(父：崇文、母：有美)

　これからもすくすく元気に

育ってね、ずっと大好きだよ。

(父：好幸、母：汐里)

関麗
れ い

華
か

 ちゃん

(平成29年8月生まれ・女沼)

　お外で遊ぶのが大好き！

シャボン玉にハマってます☆

(父：築士、母：彩華)

　初めて芝生で遊んで大満

足！

(父：滉太、母：実希)

大久保颯
そ う

太
た

 くん

(平成30年12月生まれ・大堤)

　私の夢は、たくさんの国を訪れ、その土地にある
歴史的建造物を見ることです。
　私は３年生になり、京都・奈良へ修学旅行に行き
ました。その際、さまざまな建造物を見てとても感
動しました。そのとき、｢世界中には他にどんなも
のがあるのだろう｣ ととても興味を持ちました。
　そのために、今は学校の授業にしっかりと取り組
み、夢の実現へむけて準備を進めたいと思います。

世界中の国々を訪れたい

諏訪天
た か

耶
や

さん  総和北中学校3年生
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テ
ー
マ
を
決
め
か
ね
、
師し

走わ
す

と
て
今

年
を
顧
み
て
も
適
当
な
も
の
が
見
つ
か

ら
な
い
。
丁
度
二
百
年
前
、
一い

っ
さ茶

は
一

年
の
身
辺
雑
記
や
句
を
ま
と
め
た
と
い

う
の
に
。「
め
で
た
さ
も
中
く
ら
い
な

り
お
ら
が
春
」
か
ぁ
…
…
。

　
ん
、
ま
て
よ
。
一
茶
？　
俳は

い
か
い諧

？

　
そ
う
だ
、
レ
ン
ガ
に
し
よ
う
！

俳
諧
と
連
歌

　
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
古
河
と
レ

ン
ガ
─
「
煉れ

ん

瓦が

」
じ
ゃ
な
く
「
連
歌
」

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
前
に
、「
俳
諧(

誹
諧)

」
に
つ

い
て
。
そ
も
そ
も
は
「
滑
稽
」
を
意
味

し
、
広
義
に
は
連
歌
、
紀
行
文
、
和
詩

な
ど
で
滑
稽
味
を
も
つ
文
学
の
総
称

を
、
狭
義
に
は
諧か

い

謔ぎ
ゃ
く

性
の
強
い
連
歌
＝

「
俳
諧
之の

連
歌
」
を
さ
し
ま
す
。

　
松
尾
芭ば

蕉し
ょ
う

や
与よ

さ謝
蕪ぶ

村そ
ん

、
小
林
一
茶

ら
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
俳
諧
は
近

世
を
通
じ
て
盛
行
し
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
よ
く
知
ら
れ
る
芭
蕉
ら
の
句
は
厳

密
に
い
え
ば
「
俳
句
」
で
は
な
く
、

「
俳
諧
之
連
歌
」
の
「
発ほ

っ

く句(

最
初
の

句)

」
で
す
。
発
句
を
完
全
に
独
立
さ

せ
「
俳
句
」
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、

明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

連
歌
と
は
？

　

一
方
、
俳
諧
の
生
み
の
親
と
い
え

る
連
歌
と
は
、
長
句(

五
七
五)

と
短
句

(

七
七)

を
交
互
に
連
ね
て
い
く
も
の
で

す
。
一
人
で
詠
む
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
二
人
以
上
で
即
興
的

に
歌
を
詠
み
連
ね
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
起
源
は
『
日
本
書
紀
』
に
登

場
す
る
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
と
秉ひ

と
も
し
び
と

燭
人
と
の
唱

和
、
あ
る
い
は
『
万
葉
集
』
巻
之
八
の

大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
と
尼
と
の
唱
和
に
あ
る
と
さ

れ
ま
す
が
、
二
句
唱
和
か
ら
次
第
に
三

句
以
上
連
ね
る
よ
う
に
な
り
、
鎌
倉
時

代
後
期
に
は
百
句
続
け
る
「
百ひ

ゃ
く

韻い
ん

」
に

定
着
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
「
式し

き
も
く目
」
と
よ
ば
れ
る
規

則
も
整
え
ら
れ
て
い
き
、
南
北
朝
時
代

の
二に

条じ
ょ
う

良よ
し
も
と基
ら
に
よ
り
伝
統
的
な
和
歌

的
情
趣
に
重
き
を
置
い
た
有う

心し
ん

連
歌
が

成
立
。
さ
ら
に
心し

ん
け
い敬

・
一
条
兼か

ね

良ら

ら
を

経
て
、
戦
国
時
代
初
期
の
宗そ

う

祗ぎ

・
兼け

ん
　
さ
い載

ら
に
い
た
り
、
幽
玄
で
抒じ

ょ

情じ
ょ
う

に
富
ん
だ

文
芸
と
し
て
大
成
さ
れ
、
中
世
文
芸
の

主
流
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

連
歌
師
・
兼
載
、
古
河
に
没
す

　

さ
て
、
前
項
に
登
場
し
た
兼
載
は

「
け
ん
ざ
い
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、

会
津
の
猪い

苗な
わ

代し
ろ

家
の
出
身
で
、
心
敬
に

師
事
し
て
連
歌
を
学
び
、
三
十
八
歳
の

若
さ
で
連
歌
師
最
高
の
栄
職
で
あ
る
北

野
連
歌
会
所
奉
行
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
宗
祗
と
と
も
に
准
勅
撰
『
新し

ん
せ
ん撰
菟つ

玖く

波ば

集
』
を
編
さ
ん
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
当
代
き
っ
て
の
連
歌
師
・
兼

載
が
古
河
に
来
訪
し
ま
す
。
名
医
・
田

代
三さ

ん

喜き

に
中
風
の
治
療
を
求
め
、
ま
た

古
河
公く

方ぼ
う

・
足
利
政ま

さ
う
じ氏
の
招
き
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
治
療
の
傍
ら
、
歌
論
書

や
小
句
集
を
献
ず
る
な
ど
、
公
方
と
交

歓
し
た
様
子
も
う
か
が
え
、
古
河
の
地

で
連
歌
会
が
開
か
れ
て
い
た
の
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

翌
年
、
永
正
七(

１
５
１
０)

年
に
没
。

野の

渡わ
た

の
満
福
寺
に
葬
ら
れ
、
遺
言
に
よ

り
墓
の
印
と
し
て
桜
の
木
を
植
え
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
桜
町
」
の
由
来

　
と
こ
ろ
で
、
市
内
の
桜
町
の
名
は
兼

載
に
由
来
し
ま
す
。
こ
よ
な
く
桜
を
愛

し
た
兼
載
は
、
公
方
か
ら
拝
領
し
た
邸

に
多
く
の
桜
を
植
え
た
と
い
わ
れ
、
後

世
、
そ
の
邸
跡
周
辺
を
「
桜
町
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

兼
載
ゆ
か
り
の
古
河
で
連
歌
を

　
連
歌
と
い
う
伝
統
的
文
芸
と
意
外
な

関
わ
り
を
持
つ
古
河
。
た
し
か
に
式
目

は
ち
ょ
っ
と
や
や
こ
し
い
で
す
が
、
ま

ず
は
遊
び
感
覚
で
、
家
族
や
友
人
と
言

葉
を
連
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？　
共
同
で
創
り
あ
げ
る
文
芸
な
ん

て
、
ち
ょ
っ
と
す
て
き
で
す
よ
ね
。

　
　
古
河
文
学
館
学
芸
員　
秋
澤
正
之

古
河
と
レ
ン
ガ

　
　
　
～
建
材
じ
ゃ
な
く
て
兼
載
と
連
ね
歌
の
話
～

▲史蹟古河城桜門址碑
裏面に兼載と桜町の
由来が記されている

▲満福寺の兼載墳
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提供：鈴木路雄氏

　昭和31年の冬に撮影された横山町の柳通りです。提灯竿もみ
まつりの櫓

やぐら

も組み終わり、心を躍らせる市民が往来しています。
　提灯竿もみまつりならではの風景は今も昔も変わりません。

【募集】このコーナーに掲載する昔の総和地区の写真を探しています。お持
ちの人は シティプロモーション課(℡92-3111)までご連絡ください。

2019　令和元年

1956　昭和 31年

【児童書/読み物】
ぽかりの木

こうだゆうこ　作
　公園にある、でっかいクス
ノキの下にいると、誰もいな
いのに、軽く、ぽかりって感
じで、たたかれることがある。
　ある日、勇太がクスノキに
登ると、小さな女の子があら
われて…。

出版社…学研プラス

【一般書/古生物】
恐竜・古生物ビフォーアフ
ター

土屋健　著
　あれ？　いつの間にこんな
姿に？　研究の進歩で変わっ
た、恐竜たちの30の物語。
　1970年代～90年代の書籍
をピックアップし、当時の典
型的な恐竜イメージと最新情
報の違いをイラストとともに
まとめる。

出版社…イースト・プレス

【一般書/小説】 
織田一の男、丹羽長秀

佐々木功
こ う

　著
　信長の友にして、誰よりも
織田家に尽くした仁将、丹羽
長秀。その右

ゆ う

筆
ひ つ

・太田牛
ぎゅう

一
い ち

は、長秀の記をひそかに残そ
うとする。本能寺の変で長秀
は、ある秘策を立てていた
…。「信長公記」を編さんし
た右筆の視点で描く歴史絵巻。

出版社…光文社

【絵本】
プールのひは、おなかいたいひ

ヘウォン・ユン　作
　おなかが痛くて、水泳教室
を見学ばかりしている女の
子。先生にだっこしてもら
い、勇気を出して水に入ると
…。苦手を克服した子どもの
成長を描いた絵本。

出版社…光村教育図書
　　　　　三和図書館
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古河の旬の味覚と迫力ある伝統芸能
第6回
さんさんまつり

▲おはやしに合わせ神輿や山車が練り歩きました

　10月27日、三和健康ふれあいスポーツセン
ター前広場でさんさんまつりを開催しました。爽
やかな秋晴れの中、多くの人が吹奏楽や神

か ぐ

楽
ら

など
のステージイベントや模擬店での買い物を楽しみ
ました。また、神

み

輿
こ し

4基・山
だ し

車5基が威勢のいい
掛け声とともに会場を練り歩き、来場者は大いに
盛り上がりました。

▲「潜水艦を海底におくろう浮沈子」のブースでは、ペットボトルを押す
と中の浮沈子が沈む不思議な作品を作りました

科学の不思議を体験
第22回青少年のための
科学の祭典古河大会
　11月9日、古河はなもも体育館で青少
年のための科学の祭典を開催しました。
　市内小中学校のほか、高校や企業・団
体などが52のブースを出展。来場者は
興味を持ったブースでオリジナルの作品
を作ったり、科学実験に参加したりしま
した。
　大人と子どもが一緒に体験する姿も見
られ、科学の不思議や面白さに触れた来
場者は関心を高めていました。

　9月7日～11月24日、市内の14会場で古河市
民文化祭を開催しました。
　絵画・書・写真・文芸作品や子どもたちの作品
が数多く展示された総合展のほか、多種多様な芸
術文化のイベントが行われました。
　来場者は、作品を見たり体験したりして楽しん
でいました。

▲水引で作られた作品に見入る来場者

芸術文化の祭典
古河市民文化祭
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▲色鮮やかな菊花が来場者を出迎えました

丹精込めて育てた1,800鉢の菊花
第14回
古河菊まつり
　10月27日～11月23日、ネーブルパークふれあ
い広場で古河菊まつりを開催しました。会場には
盆
ぼ ん

養
よ う

や懸
け ん

崖
が い

のほか、たくさんの菊でかたどられた
「筑波山」や会場のシンボルとなっている「五重
塔」など、さまざまな菊花を展示。
　期間中は菊花会による菊の即売会も行われ、多
くの人でにぎわいました。

爽やかな秋晴れの下で
第20回
古河よかんべまつり

▲ジェラテリア前の模擬店は多くの人が行き交いました

　11月2日・3日、古河公
く

方
ぼ う

公園で古河よかんべ
まつりが開催されました。
　地元企業や飲食店など多数の模擬店が出店さ
れ、手作りバター体験や本棚作りの体験ブースに
は長い行列ができていました。ステージでは、園
児のパフォーマンスやダンス、和太鼓演奏などが
行われ多くの観客から歓声や拍手が上がりました。

古河市無形文化財
女沼のささら

▲演目「つるべ」を舞う獅子

　11月10日、女沼香取神社でささらが奉納され
ました。このささらは、「前獅子」「女獅子」「後
獅子」の10幕の舞で構成される風流獅子舞です。
　腹に小太鼓を抱き両手に持ったバチで打ち鳴ら
して舞い踊ります。観覧者は、厳かな笛の音に合
わせて舞う獅子の姿に見入っていました。▲行政区対抗リレーで全力でトラックを駆け抜ける市民

　11月3日、中央運動公園陸上競技場で古河市総
和地区市民運動会を開催し、参加した2,600人は
大玉ころがしや綱引きなどを楽しみました。
　行政区対抗リレーには19の行政区が参加。応
援する家族や地域の仲間の声援に押され、10代
から50代の7人の走者が800mを駆け抜けました。

地域のみんなで一致団結
第46回古河市
総和地区市民運動会



　

子育て
情報

＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院(鴻巣1555　℡47-1010)

＊茨城県救急医療情報システム
ホームページ内にある「小児輪番検索」から、
休日や夜間に子どもの急病時の対応をしている医療機関を探すことができます。

小児救急医療輪番表

＊診療時間
月曜日～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日　：9時～16時
＊対象年齢　
15歳未満
※小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急
医療を行っています。事前に電話でご相談ください。実
施時間外の受診については、筑波メディカルセンター病
院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。

◆茨城子ども救急電話相談　
受付時間　24時間365日
電話番号　℡03-5367-2367
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ク
リ
ス
マ
ス

人
形
劇
ま
つ
り

日
時　
12
月
19
日
㈭

①
10
時
30
分
～
11
時
45
分

②
14
時
～
15
時
15
分

場
所　
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総
和

対
象　
幼
児
・
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

定
員　
①
１
４
０
人

②
２
４
０
人(

先
着)

内
容　

だ
ん
ご
ど
っ
こ
い

し
ょ
、
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ

ス
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
ね
む
れ
な
い
の
ち
い
く

ま
く
ん
、
か
さ
じ
ぞ
う

問　
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総
和

℡
３
１
‐
３
２
１
１

０
歳
か
ら
聴
け
る
わ
く
わ

く
ド
キ
ド
キ
コ
ン
サ
ー
ト

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
祖
父
母
の
皆

さ
ん
ま
で
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　

授
乳
室
や
お
む
つ
替
え
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

日
時　
1
月
19
日
㈰

①
10
時
15
分
②
13
時
30
分

場
所　

コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ

(

ホ
ー
ル
棟)

対
象　
①
０
歳
～
小
学
校
低
学

年
②
小
学
生
以
上

定
員　
各
１
５
０
人(

先
着)

費
用　

中
学
生
以
上
５
０
０

円
、
小
学
生
以
下
２
０
０
円

申
込
期
間　
12
月
2
日
㈪
～

申
込
・
問　
古
河
親
楽
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
会
マ
マ
ン
ラ
ウ

ン
ジ(

担
当
：
竹
村)

℡
０
９
０

‐
９
３
６
０
‐
８
２
８
４

［
受
付
時
間
：
９
時
～
20
時
］

病
児
保
育(

病
児
対
応
型)

が
始
ま
り
ま
し
た

　
子
ど
も
が
病
気
中
で
、
保
護

者
の
勤
務
の
都
合
な
ど
に
よ
り

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場

合
、
子
ど
も
を
一
時
的
に
お
預

か
り
し
ま
す
。

　
利
用
時
間
や
料
金
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　
私
立
保
育
施
設
は
な
も

も
保
育
園(

仁
連
８
５
３
‐
１)

対
象　
次
の
①
②
い
ず
れ
か
を

満
た
す
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

①
市
内
在
住

②
保
護
者
が
市
内
在
勤

定
員　
3
人

申
込
・
問　
は
な
も
も
保
育
園

℡
７
５
‐
２
０
０
０

日 月 火 水 木 金 土
12/1 2 3 4 5 6 7

友 西 西 西 西 赤 西
8 9 10 11 12 13 14
赤 西 古 西 西 赤 西
15 16 17 18 19 20 21
西 西 西 西 西 赤 西
22 23 24 25 26 27 28
西 西 古 西 西 赤 西
29 30 31 1/1 2 3 4
友 西 西 赤 西 友 西
5 6 7 8 9 10 11
西 西 西 西 西 赤 西
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子育て広場臨時休館
■駅前子育て広場
日時
○12/7㈯12時～(自動交付機の利
用可。コガッツの貸し出し不可)
○12/22㈰終日(自動交付機の利
用可。コガッツの貸し出し可)
問　駅前子育て広場
　　℡23-4120
■ネーブル子育て広場
期日　12/23㈪
問　ネーブル子育て広場
　　℡92-9033

9～11カ月健診(無料)を
受けましょう
　乳児一般健康診査受診票(水
色)を使用して医療機関で受けら
れます。
問　 健康づくり課℡48-6881

健康づくり事業� 問　健康づくり課(古河福祉の森会館)℡48-6881

相談 内容 場所 期日 時間

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、
乳幼児の心理や発達に関する個別相談

健康の駅 12/3㈫
9時20分～15時30分古河福祉の森会館 12/16㈪

健康の駅 1/14㈫

乳幼児健康相談 育児相談、身体計測
(母子健康手帳持参)

三和地域福祉センター 12/10㈫
乳児(1歳未満)
9時30分～10時30分
幼児(1歳以上)
10時～10時30分

古河福祉の森会館 12/13㈮
健康の駅 12/18㈬
古河福祉の森会館 1/10㈮

おはなし会・読み聞かせ
期日 時間 場所 実施団体

12/7㈯

13時30分～14時30分 ユーセンター総和 どんぐりころころ
14時～15時 古河図書館 おはなしの会ぐりとぐら
14時～15時 中央公民館 おはなしの会赤とんぼ
14時～15時 中田公民館 おはなしの会赤とんぼ

12/8㈰ 15時～16時 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ

12/14㈯
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～14時40分 古河図書館 あけぼの会

12/15㈰ 13時30分～14時30分 ユーセンター総和 さくらんぼ

12/21㈯
14時～14時40分 三和図書館 おはなしの会赤とんぼ
14時～14時40分 古河図書館 千里草の会

1/11㈯
14時～14時40分 三和図書館 朗読サークルすずめ
14時～14時40分 古河図書館 あけぼの会

1/12㈰ 15時～16時 古河図書館 おはなしの会赤とんぼ

　問　古河図書館℡32-5299　三和図書館℡75-1511
　　　中央公民館℡92-4501　ユーセンター総和℡31-3211
　　　中田公民館℡48-1852

乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

3～4カ月児健診
R元年7月20日～8月26日生まれ 三和地域福祉センター 12/10㈫

13時～13時45分

R元年7月30日～8月26日生まれ 健康の駅 12/17㈫
R元年8月14日～9月12日生まれ 古河福祉の森会館 12/19㈭

1歳6カ月児健診

H30年4月1日～5月13日生まれ 古河福祉の森会館 12/11㈬
H30年4月11日～5月14日生まれ 健康の駅 12/25㈬
H30年5月15日～6月24日生まれ 健康の駅 1/7㈫
H30年5月14日～6月14日生まれ 古河福祉の森会館 1/8㈬

3歳児健診

H28年9月28日～11月11日生まれ 三和地域福祉センター 12/4㈬
H28年10月26日～11月21日生まれ 健康の駅 12/12㈭
H28年11月1日～12月8日生まれ 古河福祉の森会館 12/20㈮
H28年12月9日～H29年1月11日生まれ 古河福祉の森会館 1/15㈬

教室 内容 場所 期日 時間 申込期間
離乳食教室
(予約制)
定員20組［多数抽選］

離乳食の進め方や作り方についてのお話
※試食(初期のもの)有り。 健康の駅 1/23㈭ 10時～

11時30分 12/17㈫～12/25㈬
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　所得税と市・県民税の申告受け付けが始まります。詳細は、広報古河1月号と併せて配布予定の「市・県民
税の申告と所得税の確定申告のご案内」をご確認ください。
問　 市民税課

期間　2月17日㈪～3月16日㈪
　　　(土曜日・日曜日・祝日を除く)
場所　 市民税課、 第二庁舎3階、 1階市民ギャ
ラリー

令和元年分確定申告と市・県民税の申告受け付け

■今年から総和会場の場所が変わります
　総和会場は総和庁舎第二庁舎3階に変更になりま
すので、お間違えのないようお願いいたします。

期間 古河庁舎 総和庁舎 三和庁舎
2月17日㈪～28日㈮ ○ － ○

3月2日㈪～16日㈪ ○ ○ －

■今年から受付期間が変わります
　総和・三和会場では、受付期間を限定します。お
住まいの地区に関わらず、受付期間中であればいず
れの会場でも申告できます。

還付申告は申告期間外でも税務署で受け付けます
　確定申告期間中は会場が混雑するため、自身で
記入の上、郵送などによる早めの提出にご協力く
ださい。
　また、パソコンやスマートフォンを利用した申
告も可能です。詳細は、国税庁ホームページ等で
ご確認ください。

申告の準備はお早めに！
　営業等・農業・不動産所得がある人や医療費控
除を申告する人は、必ず関係書類(収支内訳書や医
療費控除明細書など)を作成してからご来場くださ
い。
　作成していない場合は、自身で会場にて作成し
ていただきます。

第二庁舎

解体工事中

駐車場

第一庁舎

　年の初めに幸福を願って七福神を巡拝する ｢福め
ぐり｣ です。

※9時前の巡拝は、準備の都合上ご遠慮ください。
場所　古河駅西口おまつり広場
費用　無料(押印台紙は200円で販売)
内容　徒歩約7,000歩、約2時間のコース(約4.5㎞)
を自由に巡拝(受付時に地図を配布します)
・毘

び

沙
し ゃ

門
も ん

天
て ん

：秋葉神社
・弁

べ ん

財
ざ い

天
て ん

：大聖院、正定寺、徳星寺
・大

だ い

黒
こ く

天
て ん

：神明宮、瀬下様宅(個人宅)
・恵

え

比
び

寿
す

：蛭
え び

子
す

神社
・福

ふ く

禄
ろ く

寿
じ ゅ

：三神町稲荷神社
・寿

じ ゅ

老
ろ う

人
じ ん

：福寿稲荷神社
・布

ほ

袋
て い

尊
そ ん

：諏訪八幡神社

第14回古河七福神めぐり

問　古河市観光協会( 観光物産課内)
　　℡23-1266
　　観光案内所℡30-3434
　　［受付時間：土曜日・日曜日・祝日、9時～15時］

日時　1月12日㈰9時～12時(荒天中止)
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年末年始の業務案内

休業期間 施設名
12月26日㈭～1月4日㈯ 古河歴史博物館

12月27日㈮～1月4日㈯ 古河文学館、篆
て ん

刻
こ く

美術館、古河
街角美術館

12月27日㈮～1月5日㈰ 燦
さ ん

SUN館、古河図書館、各公民
館等施設の図書室

12月27日㈮17時15分～
1月5日㈰

各公民館、各地域交流センター、
ユーセンター総和

12月28日㈯～1月3日㈮ 古河スポーツ交流センター

12月28日㈯～1月4日㈯
中央運動公園内各施設、三和健
康ふれあいスポーツセンター、
三和農村環境改善センター

12月28日㈯17時～
1月5日㈰ 隣保館

12月29日㈰～1月3日㈮ 古河体育館

休業期間 施設名
12月27日㈮午後～
1月5日㈰

古河福祉の森診療所、
清水丘診療所

12月27日㈮～1月4日㈯ 総和老人福祉センター

12月28日㈯～1月4日㈯ 古河老人福祉センター、
子育て広場(駅前・ネーブル)

■戸籍届出(死亡・出生・婚姻等)
　年末年始休業期間は戸籍届け出の受け付けのみ行
います。
場所　 守衛室　問　 市民総合窓口課

■自動交付機・コンビニ交付
休止期間　12月29日㈰～1月3日㈮
問　 市民総合窓口課、 市民税課
■デマンド交通「愛・あい号」
休業期間　12月29日㈰～1月3日㈮
問　デマンド交通予約センター℡91-0541

■火葬受け付け
場所・休業期間　
古河市斎場、さしま斎場：1月1日㈬・2日㈭
問　古河市斎場℡32-0157
　　さしま斎場℡0280-87-0619

■ごみ収集最終日
可燃ごみの収集が
月・水・金の地区

可燃ごみの収集が
火・木・土の地区

12月30日㈪ 12月28日㈯

12月28日㈯～1月5日㈰
市役所・各施設はお休みとなります。年末は12月27日㈮まで、年始は1月6日㈪から通常業務を行います。
※年末年始の窓口は大変混雑します。時間に余裕を持ってお越しください。

休業期間が異なる施設
■文化施設・スポーツ施設

■保健・福祉・医療施設

年末年始休業期間

※古河クリーンセンター、さしまクリーンセンター寺久へ
の直接搬入は12月27日㈮まで。

応募資格　
①市内または近郊在住の満18歳以上(R2/4/1現在)
※高校生は在学する学校の許可が必要です。未婚・
既婚は問いません。
②2年にわたって古河市の観光行事に積極的に取り
組める人
募集人数　3人(前年の桃むすめ3人と計6人で活動) 
活動内容　桃まつりを始めとしたイベントでのお出
迎え、キャンペーン、一日署長など、年間を通して
古河市をPR。また、ブログなどのSNSで観光イベ
ントを宣伝
謝礼　基本1日1万円(半日の場合は5千円)　
任期　2年
応募方法　各庁舎等に設置してある応募用紙に必要
事項を記入の上、申し込み

「古河桃むすめ」オーディション参加者募集
応募期限　1月8日㈬
※詳細は、市ホームページをご覧ください。
申込・問　古河市観光協会( 観光物産課内)

［〒306-8601古河市長谷町38-18］℡23-1266
23-3088

※とねミドリ館は改修工事中のため、1月5日㈰まで休館。

オーディション(非公開)
日時　1月18日㈯10時～12時30分
場所　スペースU古河



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

各庁舎の住所は30ページをご覧ください
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市
役
所
か
ら

各
施
設
の
臨
時
休
館

■
古
河
福
祉
の
森
会
館

期
日　
12
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

問　

健
康
づ
く
り
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
た

め
休
日
開
庁
し
ま
す

　
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
場
所
以
外

で
交
付
希
望
の
場
合
は
、
開
庁
日
の
４

日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
12
日
㈰
８
時
30
分
～
12
時

場
所　

市
民
総
合
窓
口
室

問　

市
民
総
合
窓
口
室

20
歳
の
国
民
年
金
の
加
入
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

　
令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら
、
国
民
年

金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
人

が
20
歳
に
到
達
し
た
こ
と
を
住
民
基
本

台
帳
情
報
で
確
認
で
き
る
場
合
は
、
第

一
号
被
保
険
者
の
資
格
取
得
の
届
け
出

が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
の
申
請
や
免
除
・
納
付
猶
予
の

申
請
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
申
請
が
必

要
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

国
保
年
金
課

初
詣
で
の
混
雑
回
避
に
伴
う

ぐ
る
り
ん
号
西
コ
ー
ス
一
部
変
更

期
日　
1
月
１
日
㈬
・
2
日
㈭

変
更
内
容　
「
桜
町
会
議
所
前
」「
歴
史

博
物
館
前
」「
稲
葉
モ
ー
タ
ー
ス
前
」

に
は
終
日
停
車
し
ま
せ
ん

問　

総
務
課

介
護
お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
の
取
り
扱
い

　
所
得
税
と
住
民
税
で
介
護
お
む
つ
代

の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

医
師
の
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
控
除
を
受
け
る
の
が
2
年

目
以
降
の
人
は
、
市
発
行
の
「
確
認

書
」
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
次
の
①
～
④
全
て
を
満
た
す
人

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
、
所
得
税
ま

た
は
住
民
税
の
課
税
対
象
者
で
あ
る
こ

と②
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
が
令
和
元

年
中
の
人

③
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
2
年
目
以
降
の
人

④
寝
た
き
り
状
態
で
、
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
人

申
込　
申
請
者
の
認
め
印
、
対
象
者
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
申

請
書
を
記
入
の
上
、

介
護
保
険
課
、

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合

窓
口
室
へ
申
し
込
み

※
内
容
に
よ
り
、
該
当
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問　

介
護
保
険
課

℡
９
２
‐
４
９
２
１

介
護
保
険
制
度
に
よ
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
障
が
い
の
あ

る
人
は
、
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
で
も
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
で
所
得
税
と
住
民
税
の
「
障
害
者

控
除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　
次
の
①
～
③
全
て
を
満
た
し
、

④
～
⑥
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
状
態
で
あ

る
場
合

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
、
所
得
税
ま

た
は
住
民
税
の
課
税
対
象
者
で
あ
る
こ

と②
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
が
令
和
元

年
中
の
人

③
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人

④
認
知
症
状
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
認

知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
人

⑤
日
中
は
寝
た
り
起
き
た
り
の
生
活
を

し
て
い
て
、
介
助
な
し
に
は
外
出
で
き

な
い
人

⑥
生
活
全
般
に
介
助
が
必
要
な
人(

ほ

と
ん
ど
寝
た
き
り
の
状
態
の
人)

※
判
定
に
よ
り
、
該
当
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込　
申
請
者
の
認
め
印
、
対
象
者
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
申

請
書
を
記
入
の
上
、

介
護
保
険
課
、

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合

窓
口
室
へ
申
し
込
み

問　

介
護
保
険
課

℡
９
２
‐
４
９
２
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
校
新
入
学

児
童
に
入
学
祝
品
を
贈
呈

　

(

福)

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭(

母
子
・
父
子)
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成
人
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

接
種
期
限　
令
和
2
年
3
月
31
日

接
種
場
所　
指
定
医
療
機
関

対
象　
①
令
和
元
年
度
中
に
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95

歳
、
１
０
０
歳
以
上
と
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
が
い(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級)

の
あ

る
人
［
接
種
前
に
接
種
券
の
申
請
が
必

要
］

※
既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

助
成
額　
３
千
円

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

特
定
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

　
新
た
に
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
今
年
度
受
診
し
て

い
な
い
人
や
12
月
に
割
り
振
ら
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
に
通
知
を
再
度
発
送

し
ま
し
た
。

日
時　
12
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯
・
17
日

㈫
・
18
日
㈬
7
時
～
10
時
30
分

場
所　
三
和
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
今
年
度
受
診
し
て
い
な
い
市
内

の
令
和
2
年
度
小
学
校
入
学
予
定
児

に
、
入
学
祝
品(

学
用
品)

を
贈
呈
し
ま

す
。
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
1
月
10
日
㈮

申
込
・
問　

子
ど
も
福
祉
課

風
し
ん
抗
体
検
査
は

受
け
ま
し
た
か
？

　
こ
れ
ま
で
に
公
的
な
風
し
ん
予
防
接

種
の
機
会
が
な
か
っ
た
人
に
対
し
、
今

年
の
3
月
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
無
料

で
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し
ま

し
た
。
有
効
期
限
は
令
和
2
年
2
月
末

で
す
。
ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

場
所　
医
療
機
関
、
健
診
機
関
、
市
で

実
施
す
る
集
団
検
診
会
場

対
象　
昭
和
47
年
4
月
2
日
～
昭
和
54

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性

※
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭
和
47
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
男
性
で
検
査
を
希
望

す
る
人
は
、

健
康
づ
く
り
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
等
へ
の
風
し

ん
抗
体
検
査
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
づ
く
り
課

在
住
の
30
歳
以
上(

令
和
２
年
３
月
31

日
現
在)

※
年
齢
と
健
康
保
険
の
種
類
に
よ
り
検

診
項
目
は
異
な
り
ま
す
。

検
診
項
目　
特
定
健
康
診
査
、
健
康
診

査
、
が
ん
検
診(

胃
・
肺
・
大
腸
・
前

立
腺)

、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
風
し

ん
抗
体
検
査

申
込
・
問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

12
月
は

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

　
冬
季
は
暖
房
機
器
の
使
用
な
ど
に
よ

り
化
石
燃
料
を
使
う
機
会
が
増
加
す
る

た
め
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス(

二
酸
化
炭
素
な
ど)

が
多

く
発
生
し
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑

制
す
る
た
め
、
身
近
に
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
み
、
環
境
に
優
し
い
暮
ら
し

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
部
屋
で
も
暖
か
い
も
の
を
身
に
着

け
、
暖
房
は
20
℃
に
設
定
し
ま
し
ょ
う

○
使
用
し
て
い
な
い
家
電
は
プ
ラ
グ
を

抜
い
て
節
電
し
ま
し
ょ
う

○
急
発
進
・
急
ブ
レ
ー
キ
を
や
め
て
エ

コ
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

問　

環
境
課

市
内
の
空
中
放
射
線
量
測
定
結
果

測定場所
(地上1ｍで測定) 11/1㈮

三和庁舎 0.049

総和庁舎 0.032

古河庁舎 0.071

※数値はマイクロシーベ
ルト毎時です。日本人が
自然界から受ける放射線
量の平均は0.169マイク
ロシーベルト毎時です。

問　

環
境
課

  

イ
ベ
ン
ト

古
河
市
民
大
学

■
遊
水
地
講
座　
野
鳥
観
察
会

　
カ
モ
や
、
チ
ュ
ウ
ヒ
等
の
猛も

う

禽き
ん

類
を

身
近
に
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１
月
30
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所　
渡
良
瀬
遊
水
地(

市
役
所
古
河

庁
舎
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
ま
す)

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員　
20
人

費
用　
２
０
０
円

講
師　
関
口
明
氏(

渡
良
瀬
遊
水
地
野

鳥
観
察
会
長)

申
込
期
限　
12
月
25
日
㈬

申
込
・
問　

生
涯
学
習
課

shougai@
city.ibaraki-koga.

lg.jp

市ホームページ

県ホームページ
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合
併
15
周
年
記
念
事
業

古
河
花
火
大
会

　
令
和
2
年
の
古
河
花
火
大
会
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
開
催
に
伴
い
、
日
程
を
変

更
し
ま
す
。

日
時　
5
月
30
日
㈯

19
時
20
分
～
20
時
30
分(

荒
天
翌
日)

場
所　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス(
渡
良

瀬
河
川
敷)

問　

観
光
物
産
課

古
河
市
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　
12
月
15
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所　
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総
和

定
員　
２
０
０
人

内
容　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
発
表
、

参
加
者
と
の
意
見
交
換

問　

財
産
活
用
課

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
世
界
に
拡ひ

ろ

げ
よ
う
交
流
の
場
」

日
時　
1
月
19
日
㈰

10
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
と
ね
ミ
ド
リ
館

内
容　
外
国
人
の
児
童
生
徒
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
、
各
国
の
展
示
紹
介
、
民
族
衣

装
シ
ョ
ー
、
民
謡
等
の
実
演
等

主
催　
古
河
市
国
際
交
流
協
会

問　

企
画
課

い
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
講
座

■
手
前
味
噌
作
り
教
室

　
国
産
大
豆
を
使
用
し
た
仕
込
み
味み

噌そ

(

8.5
㎏)

を
作
り
ま
す
。

日
時　
１
月
23
日
㈭

9
時
30
分
～
12
時
30
分

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員　
20
人(

多
数
抽
選)

費
用　
４
６
０
０
円(

た
る
代
と
軽
食

代
を
含
む)

申
込
期
間　
12
月
10
日
㈫
～
18
日
㈬

(

受
付
時
間
：
９
時
～
17
時)

申
込
・
問　
い
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ

℡
３
１
‐
３
１
１
１

と
ね
ミ
ド
リ
館
講
座

■
毎
日
「
な
が
ら
ヨ
ガ
」
講
座

　
手
ぶ
ら
で
ど
こ
で
も
10
秒
で
で
き
る

「
な
が
ら
ヨ
ガ
」。
日
常
生
活
の
中
に
ヨ

ガ
タ
イ
ム
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

期
日　
2
月
5
日
～
26
日
の
毎
週
水
曜

日(

全
4
回)

時
間　
10
時
～
12
時

定
員　
30
人

費
用　
３
０
０
円

■
普
通
救
命
講
習

　
応
急
処
置
・
心
肺
蘇
生
の
方
法
や
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
助
法
を
学
び
ま

す
。
講
座
終
了
後
、
普
通
救
命
講
習
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時　
2
月
15
日
㈯

13
時
30
分
～
16
時
30
分

定
員　
20
人

【
共
通
事
項
】

申
込
期
間　
1
月
8
日
㈬
～
15
日
㈬

(

受
付
時
間
：
９
時
～
17
時)

申
込
・
問　
と
ね
ミ
ド
リ
館

℡
９
２
‐
４
０
０
０

三
和
資
料
館
ミ
ニ
展
示

子
年
に
ち
な
ん
で

　
令
和
２
年
の
干
支
「
庚こ

う

子し

」
に
ち
な

ん
で
、
子ね

年ど
し

の
古
文
書
や
ネ
ズ
ミ
に
関

す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　
１
月
６
日
㈪
～
23
日
㈭

10
時
～
18
時

休
館
日　
１
月
14
日
㈫

問　
三
和
資
料
館
℡
７
５
‐
１
５
１
１

私
た
ち
の
街
・
古
河
市
写
真
展

日
時　
12
月
11
日
㈬
～
１
月
26
日
㈰

9
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分
ま
で)

休
館
日　

12
月
27
日
㈮
～
１
月
4
日

㈯
・
24
日
㈮

場
所　
古
河
街
角
美
術
館

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１

年
賀
状
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
印
を

作
ろ
う

　

自
分
の
名
前
や
干
支
な
ど
を
刻
し

て
、
年
賀
状
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
印
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

■
印
材
五
分(

１
文
字)

対
象　
篆て

ん

刻こ
く

を
初
め
て
体
験
す
る
人

費
用　
小
中
学
生
５
０
０
円
、
高
校
生

以
上
１
２
０
０
円

■
印
材
七
分(

２
文
字)

対
象　
篆
刻
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る

高
校
生
以
上
の
人

費
用　
１
５
０
０
円

【
共
通
事
項
】

時
間　
①
10
時
～
12
時

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
篆
刻
美
術
館
美
術
学
習
室

定
員　
各
回
16
人(

先
着)
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楽
章(

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン)

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

健
康
１ワ

ン

Ｕア

ッ

プＰ
教
室(

古
河
編)

期
日
・
内
容

①
1
月
14
日
㈫
：
健
診
結
果
か
ら
自
分

の
体
を
知
ろ
う(

血
糖
値
に
つ
い
て)

、

健
康
づ
く
り
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト(

糖

と
脂
質
に
つ
い
て)

②
1
月
23
日
㈭
：
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル

を
鍛
え
て
基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
し
よ
う

③
1
月
31
日
㈮
：
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
エ

ア
ロ
ビ
で
気
持
ち
良
い
汗
を
流
そ
う

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

対
象　
市
内
在
住
の
30
歳
～
74
歳
で
、

今
年
度
に
健
診
を
受
診
し
、
全
日
程
参

加
で
き
る
人

定
員　
25
人(
多
数
抽
選)

申
込
期
限　
12
月
17
日
㈫

申
込
・
問　

健
康
づ
く
り
課

  

ス
ポ
ー
ツ

中
央
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
教
室

■
冬
期
教
室

期
間　
１
月
7
日
㈫
～
3
月
31
日
㈫

※
教
室
に
よ
り
曜
日
・
時
間
が
異
な
り

ま
す
。

申
込
期
限　

希
望
日
の
3
日
前
ま
で

(

10
人
以
上
の
場
合
は
10
日
前
ま
で)

申
込
・
問　
篆
刻
美
術
館
美
術
学
習
室

℡
２
１
‐
１
１
４
１

古
河
市
小
学
生
古
文
字
書
道
展

■
篆
刻
美
術
館

日
時　
12
月
17
日
㈫
～
３
月
８
日
㈰

9
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分
ま
で)

休
館
日　

12
月
27
日
㈮
～
１
月
４
日

㈯
・
24
日
㈮
、
2
月
28
日
㈮

内
容　
古
河
・
総
和
地
区
の
小
学
３
年

生
～
６
年
生
の
作
品
を
展
示

■
三
和
資
料
館

日
時　
１
月
25
日
㈯
～
２
月
23
日
㈰

10
時
～
18
時(

入
館
は
17
時
30
分
ま
で)

休
館
日　
１
月
31
日
㈮
、
２
月
12
日
㈬

内
容　
三
和
地
区
の
小
学
３
年
生
～
６

年
生
の
作
品
を
展
示

問　
篆
刻
美
術
館
℡
２
２
‐
５
６
１
１

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
12
月
20
日
㈮

①
11
時
②
14
時(

約
25
分)

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

定
員　
30
人
程
度

費
用　
無
料(

展
示
室
の
見
学
は
有
料)

曲
目　
交
響
曲
第
9
番
ニ
短
調　
第
4

対
象
・
費
用　
教
室
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

内
容　

初
心
者
・
中
級
者
・
上
級
者 

種
目
別
水
泳
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
、

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
親
子
・
小
学
生

水
泳
、
ヨ
ガ
教
室
、
レ
ッ
ツ
リ
ズ
ム
体

操
教
室

■
初
め
て
の
ズ
ン
バ
教
室

期
日　
1
月
8
日
～
3
月
18
日
の
毎
週

水
曜
日(

全
10
回)

時
間　
14
時
～
15
時

費
用　
３
千
円

定
員　
30
人(

先
着)

【
共
通
事
項
】

申
込
期
間　

12
月
1
日
㈰
～
27
日
㈮

(

受
付
時
間
：
9
時
～
20
時
、
日
曜
日

は
17
時
ま
で)

※
月
曜
日
は
休
館
。

申
込
・
問　
中
央
運
動
公
園
温
水
プ
ー

ル
℡
９
２
‐
９
０
０
０

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

期
日　
①
12
月
30
日
㈪
②
1
月
5
日
㈰

③
1
月
11
日
㈯
④
1
月
26
日
㈰

場
所　
福
島
県
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

費
用　
小
学
生
９
千
円
、
中
学
生
・
高

校
生
９
５
０
０
円
、
大
人
９
８
０
０
円

※
バ
ス
、
リ
フ
ト
、
昼
食
、
レ
ッ
ス
ン

料
を
含
む
。

定
員　
①
70
人
②
③
④
各
35
人

申
込
・
問　
古
河
市
ス
キ
ー
協
会(

担

当
：
長
谷
川)

［
受
付
時
間
：
18
時
～

22
時
］

℡
０
９
０
‐
３
５
３
８
‐
５
８
１
６

  

募
集

「
古
河
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画(

素
案)

」
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

期
間　
12
月
20
日
㈮
～
１
月
17
日
㈮

閲
覧
場
所　

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
、

環
境
課
、

健

康
づ
く
り
課
、

福
祉
総
務
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

等申
込
・
問　
指
定
様
式
ま
た
は
任
意
様

式
で
意
見
書
を
提
出

環
境
課

７
６
‐
１
６
６
３

kankyou@
city.ibaraki-koga.

lg.jp



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

各庁舎の住所は30ページをご覧ください
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「
第
３
次
古
河
市
健
康
づ
く
り
基

本
計
画
策
定
」
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

期
間　
12
月
6
日
㈮
～
12
月
25
日
㈬

閲
覧
場
所　

市
民
総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
、

健
康
づ
く
り

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

等申
込
・
問　
指
定
様
式
ま
た
は
任
意
様

式
で
意
見
書
を
提
出

健
康
づ
く
り
課

４
８
‐
６
８
７
６

kenkou@
city.ibaraki-koga.

lg.jp古
河
市
地
域
福
祉
計
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

　
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る

た
め
に
、
地
域
で
で
き
る
事
に
つ
い
て

皆
さ
ん
と
一
緒
に
話
し
合
い
考
え
ま
す
。

募
集
人
数　
約
10
人(

多
数
抽
選)

応
募
資
格　
次
の
①
～
④
全
て
を
満
た

す
人

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳
以
上

②
地
域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
で
、
過

去
に
地
域
福
祉
計
画
に
関
す
る
委
員
に

就
い
た
こ
と
の
な
い
人

③
市
職
員
ま
た
は
市
議
会
議
員
で
な
い

人④
平
日
の
夜
間
に
開
催
す
る
会(

２
時

間
程
度)

に
出
席
で
き
る
人
［
全
4
回
］

場
所　
健
康
の
駅

活
動
期
間　
２
月
～
3
月

※
活
動
日
は
決
ま
り
次
第
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問　
12
月
2
日
㈪
～
27
日
㈮
に

健
康
の
駅
に
あ
る
応
募
用
紙
を
提
出

(

消
印
有
効)

※
応
募
用
紙
は
、

市
民
総
合
窓
口

課
、

市
民
総
合
窓
口
室
、
古
河
福

祉
の
森
会
館
に
も
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

福
祉
総
務
課
℡
９
２
‐
５
７
７
１

９
２
‐
７
５
６
４

fu
ku

sh
i.

soum
u@

city.ibaraki-koga.lg.jp

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

公
演
日　
６
月
・
９
月
・
12
月
・
3
月

定
例
会
の
い
ず
れ
か
の
会
議
前
。
１
組

20
分
程
度

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
で
歌
唱
や
楽

器
の
演
奏
が
で
き
る
人
・
団
体 

※
出
演
に
要
す
る
経
費
は
全
て
出
演
者

の
負
担
に
な
り
ま
す
。 

定
員　
各
回
２
組

ジ
ャ
ン
ル　
フ
ォ
ー
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、 

ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
民
族
音
楽
等 

※
議
場
で
演
奏
等
が
可
能
な
も
の
。

申
込
・
問　
申
込
書
を
提
出

議
会
事
務
局

  

そ
の
他

納
税
証
明
書
の
発
行

　
県
税
事
務
所
で
は
、
主
に
「
税
額
等

の
証
明
書
」「
未
納
が
な
い
こ
と
の
証

明
書
」
の
2
種
類
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
者
の
認
め
印
［
法
人
は
法
務
局

登
録
の
代
表
者
印(

会
社
実
印)

］

②
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類(

運
転
免

許
証
等)

③
証
明
手
数
料(

１
件
４
０
０
円)

④
直
近(

２
週
間
程
度)

に
県
税
を
納
め

た
場
合
は
そ
の
領
収
書

※
代
理
人
申
請
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

℡
０
２
８
０
‐
８
７
‐
１
１
２
０

12
月
4
日
～
10
日
は
人
権
週
間

　
人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
お
互

い
に
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問　
水
戸
地
方
法
務
局

℡
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
９

最
低
賃
金
が
「
時
間
額
８
４
９

円
」
に
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
年
齢
や
パ
ー
ト
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
県

内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

問　
茨
城
労
働
局
賃
金
室

℡
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

茨
城
県
・
古
河
市
共
催
事
業

男
女
共
同
参
画
講
演
会

■
マ
ス
オ
流
男
女
共
同
参
画
の
話

　
声
優
・
俳
優
の
増
岡
弘
氏
が
、
サ
ザ

エ
さ
ん
一
家
か
ら
学
ん
だ
家
族
の
あ
り

方
や
地
域
の
交
流
、
相
手
を
尊
重
し
認

め
合
え
る
社
会
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

日
時　
2
月
9
日
㈰
13
時
20
分
～
15
時

場
所　
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ(

ホ
ー
ル
棟)

定
員　
３
５
０
人(

多
数
抽
選)

※
託
児
有
り
。

申
込
期
限　
1
月
10
日
㈮

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ



施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)
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へ
の
入
学)

試
験
日　
３
月
13
日
㈮

選
考
方
法　
学
科
試
験
、
面
接

受
付
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
20
日
㈭

■
成
人
特
例
入
学
試
験
制
度

応
募
資
格　
満
20
歳
以
上
で
義
務
教
育

を
修
了
し
た
人(

令
和
２
年
４
月
１
日

現
在)

学
科　
定
時
制
普
通
科

試
験
日　
３
月
４
日
㈬

選
考
方
法　
作
文
、
面
接

受
付
期
日　
２
月
10
日
㈪
・
12
日
㈬
・

13
日
㈭

※
願
書
は
、
古
河
第
一
高
等
学
校
で
交

付
し
ま
す
。

申
込
・
問　
古
河
第
一
高
等
学
校
定
時

制(

受
付
時
間
：
15
時
～
20
時)

℡
３
２
‐
０
４
３
４

ン
タ
ー(

〒
３
０
８
‐
０
８
４
３
筑
西

市
野
殿
１
３
７
１)

［
担
当
：
石
上
］

℡
０
２
９
６
‐
２
４
‐
１
１
５
１ 

利
根
老
人
ホ
ー
ム
職
員
募
集

募
集
人
数　
支
援
員(

入
所
者
自
立
支

援
業
務)

：
１
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
59
年
4
月
2
日
～
平

成
14
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人(

学

歴
不
問)

試
験
日　

1
次
：
1
月
26
日
㈰
、
2

次
：
2
月
中
旬

試
験
場
所　
市
役
所
三
和
庁
舎

申
込　
12
月
2
日
㈪
～
27
日
㈮
に

企

画
課
に
あ
る
申
込
用
紙
を
提
出

※
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

申
込
・
問　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
利
根
老
人
ホ
ー
ム(

境

町
長
井
戸
１
６
８
７)

［
担
当
：
大
森
］

℡
０
２
８
０
‐
８
７
‐
２
１
２
０

古
河
第
一
高
等
学
校

定
時
制
生
徒
募
集

■
編
入
学

応
募
資
格　
他
の
高
等
学
校
を
中
途
退

学
し
、
１
学
年(

年
次)

を
修
了
し
て
い

る
人
等

学
科　
定
時
制
普
通
科(

２
学
年
以
上

　市営住宅入居募集

募集期間　12月2日㈪～27日㈮
※募集期間以外の受け付けは行いません。
入居指定日　2月1日㈯
入居資格　公営住宅法・市条例に基づく

申込　申込書と必要書類を 営繕住宅課に提出
※申込書は 営繕住宅課、 市民総合窓口課、

市民総合窓口室にあります。
問　 営繕住宅課

※各住宅にエレベーターはありません。

住宅名 単身入居 募集戸数
(多数抽選) 使用料(家賃) 間取り 備考

赤松
(新久田220-3) 不可 1 戸 収入等に応じて

27,900円～
中層耐火4階建、4階
3DK(和6・洋4.5・洋5・DK)

風呂あり
駐車場あり

城郭外B棟
(桜町9-1) 不可 1 戸 収入等に応じて

14,600円～
中層耐火4階建、1階
2DK(和6・和4.5・DK) 風呂持ち込み

ククヤ台B棟
(三和176-18) 不可 1 戸 収入等に応じて

17,700円～
中層耐火3階建、2階
2DK(和6・和4.5・DK) 風呂持ち込み

上辺見第一
(上辺見2539) 可 1 戸 収入等に応じて

8,200円～
中層耐火5階建、1階
2DK(和6・洋3・DK) 風呂持ち込み

鹿養2号棟
(上辺見2386)

不可
1 戸

収入等に応じて
22,300円～

中層耐火3階建、1階
3DK(和6・和6・DK・洋6) 風呂あり

駐車場あり鹿養2号棟
(上辺見2386) 1 戸 中層耐火3階建、3階

3DK(和6・和6・DK・洋6)

12月の納税など
納期限および口座振替日は
12月25日㈬

固定資産税・都市計画税　 第3期
国民健康保険税　　　　　 第6期
介護保険料　　　　　　　 第6期
後期高齢者医療保険料 　   第6期
保育料　　　　　　　　  12月分



住民基本台帳から
総人口	 143,032人(－127)
男	 72,235人(－  22)
女	 70,797人(－105)
世帯数
� 61,911世帯(＋29)
� ( 　)内は前月比

人口	 (11月1日現在)
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各種相談のご案内

   

市役所各庁舎案内
総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分(祝日・年末年始を除く)
　　　　  �※木曜日は 市民総合窓口課、 子ども福祉課の

　  一部業務を19時まで延長開庁。

相談窓口がわからない場合は、 市民総合窓口課相談係℡92-3111(代)へ
区分 期日 時間 場所 予約等 申込・問

市民の法律相談

1/10㈮

13時～16時40分

1階市民相談室 要予約
1/6㈪8時30分～
※法律相談は同じ
案件での再相談は
できません。

市民総合窓口課
℡92-3111

1/16㈭ 4階会議室E
1/21㈫ 1階相談室1-3
1/24㈮ 1階市民相談室

行政相談 1月・2月はお休みします。

税務相談 1/14㈫ 13時30分～16時30分 1階市民相談室 要予約
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡23-1160(塚田)

在住外国人
生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談の

み要予約
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)℡92-3111

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 総和庁舎 不要 子ども福祉課℡92-3111

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡92-7209

心の健康相談
12/5㈭

13時～15時 健康の駅 要予約 健康づくり課℡48-6883
1/30㈭

知って得する
健康相談

12/26㈭
13時30分～14時30分 古河福祉の森会館 要予約 健康づくり課℡48-6883

1/10㈮
就学相談 月～金 8時30分～17時15分 古河庁舎2階 要予約 指導課℡22-5111
障害者相談 12/20㈮ 10時～12時 2階視聴覚室3 不要 障がい福祉課℡92-4919
認知症に関する
個別相談 12/10㈫ 13時～16時 高齢者サポートセン

ター総和(健康の駅内) 要予約 高齢者サポートセンター総
和℡92-5920

出張年金相談 12/18㈬ 10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

11/18㈪～ 下館年金事務所
℡0296-25-08291/15㈬ 12/16㈪～

消費生活相談
月～金 9時～12時

13時～16時
古河市消費生活セン
ター( 商工政策課内) 不要 古河市消費生活センター

℡23-171812/24㈫ 10時～12時
13時～15時 1階相談室1-3

人権生活相談 12月・1月はお休みします。

広域隣保人権生活相談

月・木(12/30、1/2・13を除く)
9時30分～11時30分
山田幸助相談員

1階市民相談室
要予約 隣保館℡48-1989

火・木・金(12/31、1/2・3を除く)
10時～12時、峯和代相談員 総和庁舎第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 古河市生活支援セン

ター(健康の駅内) 要予約 古河市生活支援センター
℡92-7017

心配ごと相談 毎週水曜日 13時30分～15時30分 健康の駅/三和地域福
祉センター(会場輪番) 要予約 古河市社会福祉協議会

℡48-0808
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10月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！

栃木市(栃木県)
■栃木初の写真師　片岡如

じょ

松
しょう

　‐時代を写した写真と絵葉書
　明治期から現在まで、栃木の町
や人々を撮影し続けてきた片岡写
真館の写真や資料から、近代の栃
木を振り返ります。
期間　12/22㈰まで
時間　9時～17時
　　　(入館は16時30分まで)
休館日　月曜日
場所　とちぎ蔵の街美術館
　　　(万町3-23)
問　とちぎ蔵の街美術館
　　℡0282-20-8228

野木町(栃木県)
■TOWN-NOGIイルミネーション2019
期間　2/16㈰まで
時間　日没後(17時前後)～24時　
場所　野木駅前東西ロータリー
※車で来場の際は、有料駐車場をご利用ください。
問　野木町観光協会(産業課内)
　　℡0280-57-4153

加須市(埼玉県)
　クライマーたちの戦いを間近で
観戦しませんか。
■関東小中学生選抜スポーツ
クライミング選手権大会
日時　12/15㈰9時
■全国高等学校選抜スポーツ
クライミング選手権大会
日時　12/21㈯9時～17時30分、
12/22㈰8時40分～15時30分
【共通事項】
場所　加須市民体育館
　　　(下三俣590)
問　スポーツ振興課
　　℡0480-62-6123

板倉町(群馬県)
■板倉町文化財資料館をご利用く
ださい
　町内で発掘された土器や埴輪な
どの展示や、板倉町の歴史・水場
の文化を紹介しています。
　織り姫の部屋では、糸紡ぎや機
織りが体験できます。体験を希望
する人は事前にご連絡ください。
時間　9時～16時30分
休館日　月曜日(月曜日が祝日の
場合は火曜日）
問　板倉町文化財資料館
　　(海老瀬5955)
　　℡0276-91-4018

や
授
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ス
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ー
ス
が
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り
、
子

ど
も
連
れ
で
も
安
心
し
て
行
け

そ
う
な
お
店
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
子
ど
も
と
一
緒
に
ラ
ン
チ

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

(

せ
つ
こ
・
30
代)

◆
市
内
各
自
治
会
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
を
写
真
付
き
や
主
催

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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き
で
取
り

上
げ
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欲
し
い
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市
の
活
性
化
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が
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思
い
ま
す
。
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ガ
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◆
市
内
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あ
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子
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遊

び
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公
園
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そ
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も

子
ど
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し
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よ
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ま
と
め
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介
し
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ほ

し
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で
す
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ち
ょ
ん
ま
げ
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◆
三
国
橋
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新
三
国
橋
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ま

れ
た
土
手
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い
か
ら
み
る

３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
の
風
景
。

　
市
内
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日
光
連
山
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富
士
山
・
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
ま
で
見
れ
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
。(

ヒ
ロ
ッ
Ｃ
・
50
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■
漫
画
で
紹
介
し
た
10
月
号
の

特
集
は
、
た
く
さ
ん
の
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
作
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
特
集
「
大
丈
夫 

ご
近
所

力
」
巻
頭
に
漫
画
で
編
集
さ
れ

た
地
域
の
つ
な
が
り
の
問
題
と

て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

文
字(

吹
き
出
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も
大
き
く
見

や
す
く
最
高
で
す
。
91
歳
の
私

で
も
眼
鏡
な
し
で
読
め
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
漫
画
」
に
な
さ
っ
た
ア

イ
デ
ア
最
高
で
す
ね
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大
和
撫
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◆
新
し
い
工
業
団
地
が
で
き
る

記
事
を
読
ん
で
、
初
め
て
こ
の

情
報
を
知
り
ま
し
た
。
大
変
関

心
を
持
ち
ま
し
た
。

(

銀
色
の
猫
・
40
代)

◆
11
ペ
ー
ジ
の
こ
が
キ
ラ

photo

ク
ラ
ブ
。
オ
ム
ツ
替
え

小山市(栃木県)
■企画展「呉夏枝　手にたくす、糸へたくす」
　染織領域で博士号を持つ呉

お

夏
は

枝
ぢ

の作品を紹介。かす
りや腰機などの結城紬に共通する技法や原初的な織りの
体験を通して、結城紬の新たな魅力に触れてみませんか。
期間　12/15㈰まで　休館日　月曜日
場所　車屋美術館(乙女3-10-34)
費用　一般：400円、高校生・大学生：250円、中学
生以下：無料
問　車屋美術館℡0285-41-0968 



◀

インターネットで
市内情報を発信中！

読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   お気に入りの場所やおすすめのお店を教えてください

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、ご
意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください。

ハガキで応募

メール・Q Rコードで応募

古河市

Facebookページで
市のイベント情報や話題を発信中！

ci tykoga_official
Instagramページで
市の魅力的な風景を発信中！

コガドウガ～動画で発見！古河市の魅力～

YouTubeを活用して
市の魅力を動画で発信中！

コガノイロ

古河市生活応援アプリで
便利な生活情報をお届け！
電子母子手帳としても利用できます！

iOS 用 Android 用

市内で撮った写真にハッシュタグ
#こが暮らし#こが育ちをつけて投稿してください♪

毎月１枚ベストショットを選出し掲載します！

＼ インスタグラムで古河の魅力を投稿しよう！／

今月のプレゼント

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を随時募集
しています。詳細はシティプロモーション課までご連絡ください。

ID:tatsuyananjo   DATE:2019.11.6
#夜明け前#渡良瀬川土手#三国橋
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12/16
必着

「はなもものしずく」
フェイスミスト＆ルームミストセット

3名様


